
 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
影

響
で
活
動
が
自
粛
さ
れ
る
中
、「
感
染
予
防
対

策
を
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
今

年
度
は
様
々
な
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

  
９
月
１０
日
（
土
）
に
、
光
廣
税
務
会
計
事

務
所
の
税
理
士
・
光
廣
昌
史
先
生
に
「
生
前

か
ら
備
え
る
相
続
対
策
講
座
」
を
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

相
続
の
話
題
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

争
わ
な
い
相
続
の
あ
り
方
や
相
続
税
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
ど
う
備
え
て
い
く
か
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
安
心
か
、
資

料
を
も
と
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
内

で
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
参
加
者
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。 

 

     

  

認
知
症
講
座
は
、
大
塚
・
伴
南
学
区
社
会

福
祉
協
議
会
、
広
島
市
戸
山
・
伴
・
大
塚
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
大
塚
公
民
館
の
共

同
企
画
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
回
目
は
、
１１
月
１２
日
（
土
）
に
令
和
健

康
科
学
大
学
の
谷
川
良
博
准
教
授
に
「
小
説

で
触
れ
る
内
面
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い

た
だ
き
、
２
回
目
は
、
１１
月
２７
日
（
日
）
に

広
島
都
市
学
園
大
学
の
馬
屋
原
康
高
准
教
授

に
「
認
知
症
と
フ
レ
イ
ル
を
運
動
で
予
防
す

る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        

参
加
者
は
、
熱
心
に
画
面
を
見
つ
め
、
メ
モ

を
取
っ
た
り
、
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
認
知
症
に
関
す
る
書
籍
な
ど

の
展
示
も
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
、

訪
れ
た
方
々
は
興
味
深
く
ご
覧
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

上
記
講
座
の
内
容
は
、
大
塚
・
伴
南
学

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
当
日
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ

れ
ば
、
動
画
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

訪
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

          

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
正
し
い

知
識
で
救
命
措
置
を
行
え
る
よ
う
、
定
期

的
に
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
９
月
１７
日(

土)

と
１０
月

３０
日(

日)

に
大
塚
公
民
館
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
、
安
佐
南
消
防
署
沼
田

出
張
所
の
職
員
の
方
に
お
願
い
し
、
地
域

の
防
災
士
と
防
災
士
資
格 

取
得
を
目
指
し
て
い
る
方 

な
ど
が
熱
心
に
受
講
さ
れ 

ま
し
た
。 
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１１
月
２６
日
（
土
）
に
大
塚
公
民
館
に

て
、
大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
に
よ
る
地
元
中
学
生
を
対
象
と

し
た
防
災
研
修
会
「
ぼ
う
さ
い
王
に
お

れ
は
な
る
！
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
企
画
は
、
地
域
の
防
災
士
と
広

島
修
道
大
学
「
防
災
意
識
を
高
め
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
に
企
画
・
運
営

ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
修
会
の
前
に
は
、
今
年
度

各
町
内
会
・
自
治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
、

防
災
士
資
格
を
取
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
防
災
士
ベ
ス
ト
が
貸
与
さ
れ
ま
し

た
。
新
・
防
災
士
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の

後
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
に
も
積
極

的
に
参
加
い
た
だ
き
、
運
営
の
フ
ォ
ロ

ー
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

    ●
災
害
体
験
談 

始
め
に
、
広
島
修
道
大
学
の
村
上
さ

ん
に
災
害
の
体
験
談
を
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

２
０
１
８
年
の
豪
雨
災
害
で
自
宅
付

近
の
道
路
に
冠
水
や
陥
没
が
起
こ
り
、

通
学
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
物
が
な
く
な

っ
た
時
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、
写
真

を
交
え
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
と
大
切
な
人

を
守
る
た
め
に
は
「
知
識
・
備
え
・
助

け
合
い
」
が
重
要
、
と
訴
え
る
姿
に
、

中
学
生
の
皆
さ
ん
も
真
剣
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

        ●
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
づ
く
り 

次
に
、
大
学
生
の
指
導
に
よ
る
新
聞

紙
を
使
っ
た
ス
リ
ッ
パ
作
り
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

    

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
大
学
生
が
付
き
添

い
、
新
聞
紙
と
ガ
ム
テ
ー
プ
を
使
っ
て

作
り
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
ス
リ
ッ
パ

を
実
際
に
履
い
て
み
て
、
歩
い
た
時
の

感
触
を
確
か
め
る
姿
も
見
え
ま
し
た
。 

 

 

   
          

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練 

 
Ａ
Ｅ
Ｄ
訓
練
で
は
、
広
島
修
道
大
学

の
岡
嶋
さ
ん
を
中
心
と
し
た
大
学
生
や

防
災
士
か
ら
、
人
が
倒
れ
て
い
る
時
の

対
処
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
説
明
を
受

け
た
後
、
参
加
者
の
中
学
生
も
実
際
に

体
験
し
ま
し
た
。
大
学
生
の
ユ
ー
モ
ア 

あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
リ
ー
ド
で
大
変

盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。 

            

●
防
災
ク
イ
ズ 

防
災
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
大

学
生
が
考
え
た
ク
イ
ズ
に
中
学
生
が
回

答
し
て
い
ま
し
た
。
大
人
の
防
災
士
も

間
違
え
る
ほ
ど
の
難
問
も
あ
り
ま
し
た

が
、
大
学
生
の
軽
快
な
進
行
に
、
会
場

は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 
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●
防
災
用
品
展
示 

 
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
倉
庫
の

備
蓄
品
や
防
災
リ
ュ
ッ
ク
・
担
架
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
大
学
生
や
防
災
士
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

広
島
修
道
大
学
「
防
災
意
識
を
高
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
が
考
案
し

た
「
防
災
ボ
ト
ル
」
も
展
示
さ
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
興
味
深
く
手
に
取
っ

て
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

          

●
防
災
カ
レ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

今
回
の
研
修
会
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

方
式
で
、
全
て
の
コ
ー
ナ
ー
を
終
え
た

参
加
者
に
ゴ
ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
、

防
災
カ
レ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

防
災
カ
レ
ー
は
、
広
島
修
道
大
学
か

ら
廿
日
市
市
浅
原
地
区
で
「
食
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
地
域
活
動
を
し
て
い
る

「
浅
原
を
明
る
く
元
気
に
！
☆
彡
」
の

メ
ン
バ
ー
が
、
大
塚
公
民
館
の
調
理
室

を
使
っ
て
、
朝
か
ら
調
理
し
た
カ
レ
ー

を
レ
シ
ピ
付
き
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

          

レ
シ
ピ
は
こ
ち
ら
で
も
ご
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
自

宅
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

３
時
間
に
わ
た
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の

防
災
研
修
会
で
し
た
。
参
加
し
た
中
学

生
か
ら
は
「
防
災
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
良
い
経
験
に
な
っ
た
」「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
大
学
生
が
み
ん
な

や
さ
し
か
っ
た
」
と
大
好
評
で
し
た
。 

最
後
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の

岩
田
さ
ん
が
「
多
く
の
方
の
協
力
の
お

か
げ
で
今
回
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

で
き
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
大
盛
況

で
防
災
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

各
町
内
会
・
自
治
会
か
ら
参
加
い
た

だ
い
た
防
災
士
や
役
員
の
皆
さ
ん
は
、

大
学
生
の
パ
ワ
ー
に
驚
き
、
ま
た
感
心

す
る
と
同
時
に
、
と
て
も
良
い
刺
激
を

受
け
た
よ
う
で
す
。
地
域
の
大
学
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
で
き
た
こ
と
は
、

今
後
の
活
動
の
広
が
り
に
も
期
待
で
き

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

１２
月
１８
日
（
日
）
１６
時
よ
り
、
安
佐

南
区
年
末
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

広
域
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
管
理
事
務

所
の
ロ
ビ
ー
に
各
町
内
会
・
自
治
会
か

ら
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
大
塚
・
伴
南

地
区
防
犯
組
合
火
之
迫
組
合
長
に
よ
る

防
犯
対
策
を
含
め
た
ご
挨
拶
に
続
き
、

こ
こ
ろ
自
治
会
の
山
崎
会
長
に
よ
る
決

起
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
・
自

治
会
の
担
当
ル
ー
ト
を
歩
き
、
防
犯
の

啓
発
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第38号 社 協     大塚 ・ 伴南 （3） 令和５年２月１日 発行 

 

■
防
災
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
カ
レ
ー 

（
材
料
／
１
人
前
） 

・
に
ん
じ
ん 

２０
ｇ 

 

・
玉
ね
ぎ 

３０
ｇ 

・
じ
ゃ
が
い
も 

３０
ｇ 

・
カ
レ
ー
ル
ー 
１
か
け 

・
水 

２
０
０
ｍｌ 
・
家
に
あ
る
缶
詰 

（
作
り
方
） 

① 

に
ん
じ
ん
・
じ
ゃ
が
い
も
・
玉

ね
ぎ
の
皮
を
む
き
、
１
㎝
角
程

度
に
切
る
。 

② 

鍋
に
お
湯
を
沸
か
す
。 

③ 

②
の
間
に
、
切
っ
た
食
材
を
ジ

ッ
プ
ロ
ッ
ク
に
入
れ
る
。 

④ 

③
に
さ
ら
に
水
と
缶
詰
を
加
え

て
、
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
閉

め
て
、
沸
騰
し
た
鍋
に
２０
分
入

れ
る
。 

⑤ 

最
後
に
ル
ー
を
入
れ
て
完
成
！ 

※
配
布
さ
れ
た
レ
シ
ピ
よ
り
転
載
し
ま
し
た 

↑最後に全員で集合写真を撮影 



 
 

  
 

 

「
大
塚
・
伴
地
区
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
は
、
平
成
２９
年

よ
り
地
域
の
足
と
し
て
運
行
を
開
始
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
に
よ
り
運
営
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

バ
ス
の
運
行
は
、
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

に
、
大
原
駅
～
伴
中
央
駅
～
下
城
ハ
イ
ツ
～
マ
ッ
ク
ス

バ
リ
ュ
西
風
新
都
店
～
Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
を
巡
回
運
行

し
、
沼
田
公
民
館
や
通
院
、
買
い
物
な
ど
様
々
な
用
途

で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

料
金
は
大
人
２
０
０
円
、
子
ど
も
１
０
０
円
で
す
。 

令
和
２
年
１０
月
２
日
か
ら
、
コ
イ
ン
式
乗
車
券
の
導

入
も
開
始
し
ま
し
た
。
コ
イ
ン
式
乗
車
券
は
、
コ
イ
ン

１
枚
が
、
片
道
運
賃
２
０
０
円
に
相
当
し
、
乗
車
の
際

に
運
賃
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
利
用
し
ま
す
。
料
金
は
、

１１
枚
セ
ッ
ト
で
２
，
０
０
０
円
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

車
内
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
販
売
を
担

当
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
２
年
４
月
以
降
に
運
転
免
許
を
自
主
返

納
さ
れ
た
方
に
は
、
運
転
免
許
返
納
後
３
年
間
に
限

り
、
コ
イ
ン
式
乗
車
券
購
入
時
に
割
引
が
適
用
さ
れ
る

特
典
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
車
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

   

大
塚
公
民
館
で
は
、
令
和
５
年
３
月
１２
日
（
日
）

に
第
１０
回
「
大
塚
公
民
館
ま
つ
り
」
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
回
は
、
感
染
予
防
の
た
め
、
飲
食
を
中
止
と
し
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
と
展
示
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
密
を
避
け
つ
つ
、
ご
参
加
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

  

永
年
の
御
活
躍
に
改
め
て
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

（
順
不
同
） 

◆
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰 

大
塚
上 

 
 
 

河
野 

重
徳 

様 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

若
本 

智
子 

様 

◆
安
佐
南
区
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰 

Ａ
．
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

牛
丸 

敏
雄 

様 

 

   

 

 

 

 

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
活
動

資
金
の
一
助
の
た
め
、
善
意
銀
行
を
開
設
し
て
お
り

ま
す
。
善
意
銀
行
へ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
浄
財

は
、
大
塚
・
伴
南
学
区
内
の
高
齢
者
福
祉
事
業
な
ど

の
活
動
資
金
と
し
て
地
域
の
福
祉
事
業
へ
貢
献
す
る

た
め
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
有
志
の
方
に
よ
る
寄
付
行
為
や
葬
儀
に
伴
う
香

典
返
し
簡
略
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

●●
編
集
編
集
後後
記記  

令
和
４
年
の
年
末
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
寒
波
襲
来

で
白
銀
の
世
界
と
な
り
ま
し
た
。
大
雪
や
凍
結
で

生
活
に
支
障
が
出
た
方
も
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
ま
も
な
く
立
春
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
油
断
な
く
日
々
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

今
年
の
干
支
は
、
「
癸
卯
（
み
ず
の
と
・
う
）
」
。

寒
気
が
緩
み
、
萌
芽
を
促
す
年
を
意
味
す
る
そ
う

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
を
し
て
き
た
分
、
大
き

く
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
新
た
な
時
代
に
踏
み

出
す
一
年
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。 

善
意
銀
行
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

広
報
部
一
同

広
報
部
一
同  

●
善
意
銀
行
へ
の
お
振
込
み
は 

 

広
島
市
農
業
協
同
組
合 

伴
支
店 

 

普
通
預
金 

 

０
０
０
２
４
３
８ 

 

大
塚
・
伴
南
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行 

 
 
 

代
表 

熊
本 

滋 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付 

●
香
典
返
し
に
か
え
て 

（
（
令
和
４
年
８
月
～
令
和
４
年
１２
月
末
） 

 

町
名 

 

寄
付
者
御
芳
名 

 
 

死
没
者
名 

大
塚
下 

今
田 

 

尚 

様 
 
 
 

今
田 
里
子 

様 
 

●
一
般
寄
付  

（ 

令
和
４
年
８
月
～
令
和
４
年
１２
月
末
） 

伴
小
学
校
昭
和
２９
年
卒
業
同
窓
会
ご
一
同
様 
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表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

↑コイン式乗車券の 

表面と裏面 


